
金蔵ｵｰﾌﾟﾝﾋﾞﾚｯｼﾞグループワークショップ　
第1回「里山を未来につなぐワークショップ」 テーマ 「棚田保全①ネットワーク」

ステップ２

ステップ３

目標

※棚田米の付加価値を上げて、棚田米

を作り続ける

○付加価値「地域を売る」→結果として米を売る
  　　 １,付加価値（付加価値の究極”情報”）
  　　 ２,人（次の世代）
○「金蔵の米」とはなんぞや？
  　　 地域の方、棚田荒したくない
  　　作り続ける

はじめの１歩

・選ばれる地域になりたい　・是非なだうちに遊びにきてください・・・・村田

・石崎さんとこへ遊びに行きます・・・・山崎

・父ちゃん、母ちゃんの情報発信・自分の作っている野菜の情報発信・・・田畑

・生物写真撮りにいきます・見供さんとこに遊びに行きます・・・・やまべ

・私の米　石崎の情報を発信する・情報を発信して予約受付をする・・・石崎

・消費者のニーズを調べて情報を送ります・・・田中

・私は堆肥をつかって米を作ります・私は体験農業をします・・・向

・GISマップの活用について情報交換します・7月きますよ・・・宇都宮　ひぐち

ステップ活動

通信内容
　・棚田の米作りの物語を知ってもらう⇒どうやる
　・あえて食味計を使わずにおいしさ、良さ、違いを理解してもらう
　・食育的情報「作っていただいたもの」をありがたくいただく
　・子供だけでなく、大人を教育
　・発信⇔反応　・お友達紹介、口コミ・おまけ（５ｋｇ）
　・イベント→民家泊り→米食べる→おいしい→買う、口コミ→売れる；万燈会を活用
　・都会に向けて「楽しい」こと発信・棚田への想い、風景の美しさを発信
　・地域の普通のさりげないこと⇒都会の人には特別なこと
通信方法
　・金蔵ﾏｯﾌﾟ、たんぼﾏｯﾌﾟ、写真で状況を伝える⇒記録にもなる
　・ＨＰの更新（めんどう）⇒できる人にやってもらえば(見供さん）
　・「手紙」は大変、メモなら出来るかも、写真付きならなお良い
　・情報発信のターゲットは奥様

ステップ活動

人間多様性の発信

　・人々の想いをアピール
　・顔の見える人、作っているところ知っている、⇒たかくしても買う
　・「人」を売りにする　ex石崎さん（寺よりつよい）やると楽しい！
　・米に風景写真と文章（200字）を付けて送る⇒高く売れる
　・ブランド商品化→統一⇒良さが減る⇒人間多様性（想い）の売りが良い
　・ジアスをからめる・大学研究への協力⇒コスト（人、時間）を明示すれば
　・作業履歴を情報として提供するex大学のソフト活用
　・地域の方→米を売る⇒大学の方→ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ（付加価値）
　　　→→この為に使う

お得意様とのつながり
大変だけど楽しい

規模が小さいこらこそ「ビジネ
ス」ではなく「心のこもった」もの

地域の”ならでは”を見出す
固有のもの、シンボルを見
出す

ＮＨＫに売り込む
朝の地域紹介コーナー

都会の人”お金もち”お金
払いたがっている

食味計の値には想いが
ない

地域で２つの法人⇒
競争

全体をマネージメントする人がい
た方がいい（ばかもの？家族
サービスもできない）

「親戚の米」、”この人の米”を食
べる、食べたい。分かってくれる
人（フアン）に高く買ってもらう。

まず数名でもいい、成功
すれば人が増える

都会にないもの⇒ブラン
ドになりえる

まだ付加価値上げる努力をしていな
い→まだまだ出来ることあるのでは？

ステップ1

アイディア
　ツリ－

課題



金蔵ｵｰﾌﾟﾝﾋﾞﾚｯｼﾞグループワークショップ　
第1回「里山を未来につなぐワークショップ」 テーマ 「棚田保全②耕作放棄地」

ステップ２

ステップ３

ステップ1

アイディア
　ツリ－

課題

はじめの１歩

・金蔵の感想ブログ、ツイッターにアップ・・・・・・・・・ツタキ

・個人でやっているブログで金蔵をPRする・・・・・・・・海老原

・金大内で金蔵の存在を知ってもらう為ｱﾋﾟｰﾙする・・・・海老原

・知り合いに金蔵の話をする・・・・・・・・・・・四柳

・米活実行委員会を立ち上げ検討をするお手伝い・・・堀内

・大学内で金蔵と金蔵型米活の情報を広める・・・・・・・中澤

・農業体験＋婚活の成功事例を集める・・・・・・・・・・・・・中澤

・愛が深まる「米活」企画づくりをする・・・・・・・・・・安嶋

・MY、米ダンスを考案するかも・・・・・・・・・・・・・・・安嶋

目標

※放棄地を増やさず、金蔵集落を維持

する

　　　○定住者を増やす

　　　○担い手を増やす

　　　　農業教育、就農支援システムの整備が必要

ステップ活動

米をｷｰﾜｰﾄﾞに婚活ｲﾍﾞﾝﾄ

　・結婚した人にたんぼプレゼント

　・LOVE、LOVE、MY、米

　・渋谷の農ギャル

　・こめかよ

　・ゆるきゃらグッズ

　・ 初は県内をターゲット（県外も可）

　・対象は？、金沢？、東京など都会？

　・５０代、６０代も？

　・社会貢献（キャッチフレーズ）

・世界農業遺産を生かす

ステップ活動

　一回はきてくれるがﾘﾋﾟｰﾀになってくれるか

交流人口を増やす

　・金蔵に泊まって集落をみてもらう

　・区長さんの協力を得る（２年任期）

　・継続していけるｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

空き家利用

　・盆正月は持ち主がかえってくるので住めない

　・受け入れてくれる空き家の整備
　・モデルとして、行政支援の要請

転作ﾞ
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを活用して米、雑穀、うる
し、森とゾーニングする

新規受入体制作り
米作り作業に手伝いとして
入る⇒ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

新規受入体制作り
男女一緒に農業体験

新規受入体制作り
田植えと稲刈りだけでも
手伝ってもらう

新規受入体制作り
棚田ｵｰﾅｰ制　千枚田を参考に

マンパワー
トラクターの運転が楽しい

これからのﾆｰｽ
ビオトープとして生物多様性保
全

これからのﾆｰｽ
うるしの木を植える、国産うる
しの強み

これからのﾆｰｽ
雑穀を植える　あわ、ひえ、そば
等

これからのﾆｰｽ
ほうれんそう、ビニールハウス、高知
野菜みたいに生産時期がずれる

これからのﾆｰｽ
放棄地を一か所に集めて米以外の
作物をつくることを考える

これからのﾆｰｽ
経済的活動を考えて農業
プラスアルファを考える

これからのﾆｰｽ
山菜は？　ウド等

これからのﾆｰｽ
実験的にいろいろやってみ
る これからのﾆｰｽ

棚田活用成功例を調査する



金蔵ｵｰﾌﾟﾝﾋﾞﾚｯｼﾞグループワークショップ　
第1回「里山を未来につなぐワークショップ」 テーマ 「特産品開発」

ステップ２

ステップ３

ステップ1

アイディア
　ツリ－

課題

はじめの１歩

・限定セット販売される場合の「固定客（ﾘﾋﾟｰﾀｰ予備員）」を

　　１０名見つけます

・口コミの発信地として社内外にﾒｯｾｰｼﾞを出しまくります。

・口コミで金蔵をアピールする

・友達に金蔵について話す。学食で「金蔵フエア」実現を目指す

・金蔵を好きになる

・試作品の品評（ﾓﾆﾀｰ）になる。調理してみる、現場を見る

・大名古屋大学のｲﾍﾞﾝﾄで金蔵（能登）を取り上げる

・金蔵の良さ、お米、御講料理のおいしさを周りのひとに伝える

・金蔵のお米、おみそを買って家族友人に振る舞う
・マルシェで金蔵の食材を売れないか提案してみる

目標

※作る人と買う・食べる人のハッピー

　　　○訪問者の方々によろこんでもらえる、そして

　　　　　　それに見合った収入を得る

　　　○顔の見える中で販売をしていきたい

ステップ活動

米は単品で販売有

　・金蔵学校HP上で米の紹介の所で前年の生産量を明記す

る、

　　　注文画面の復活

セット販売・限定販売の開発

　・お酒＋おつまみセット商品化（つけものetc）
　・お米とみそのセット商品化　　・山里の案内とセット商品化

　・体験とのセット商品化　　　　　・御講とのセット商品化

　・米づくりとセット商品化

　・レシピ、食べ方、金蔵の情報の一筆を入れる
　・ﾓﾆﾀｰになってもらう、試作品を同封アンケート

ステップ活動

訪問者へのもてなし料理メニュー

　・季節の素材をいかしたもの

　・金蔵の家族の味

　・月替りの旬の素材で料理を作る

　・作った方から献立の説明をしてもらう

　・ﾌﾟﾗｽ販売している場所の明記（現地、HP）

　・”お品書き”の作成
　・素材の簡単な説明付き（旬の掲示）

自然体でできる範囲を

・先ずは御講料理とは何かを知って
もらうことが必要

自然体でできる範囲を
・売れさえすればいいのではな
く、ある程度お客さんとｺﾐｭﾆｭｹｰ
ｼｮﾝをとってから売れたら

自然体でできる範囲を
・御講料理をきわめたらどうか

外の声がほしい
・ﾓﾆﾀｰにｻﾝﾌﾟﾙをつけて送り感
想をもらう

特徴を知る機会がほしい
・御講料理で十分な特産
品

自然体でできる範囲を
・地元にとっては普通、外から見る
と新鮮なことを見つける

特産品の付加価値をどこにおくか定
まっていない
・金蔵でしか食べれない食材、料理
探し

特産品の付加価値をどこにおくか定
まっていない
・みそについては素材にこだわって
いるだけではなく、おいしさをうまく
表現する

散策時のメニュー

・散策ﾘﾋﾟｰﾄの方々への料理をどうするか
・昼のメニュー；おにぎり、カレーはどうか

連泊時の料理のﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝがない
・子供たちへの料理が必要

連泊時の料理のﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝがない

・新しい試みとして、
　　旬のもの入りカレー

連泊時の料理のﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝがない
・世界農業遺産→農業→野菜料理
→時代に乗りましょう

物販の量があまりない
・量産ではなく、限定品のセット販
売

物販の量があまりない

・米＋α（みそ）ｅtcの商品づくり

物販の量があまりない
・米とのセット販売

物販の量があまりない
・セット販売・限定販売→消費者が
納得できるストリーが必要

物販の量があまりない
・きた時、ネットで買える時の付加価値

物販の量があまりない
・金蔵にくれば買える！　価値＝限
定　価格高くても購買力をそそられ
る



金蔵ｵｰﾌﾟﾝﾋﾞﾚｯｼﾞグループワークショップ　
第1回「里山を未来につなぐワークショップ」 テーマ 「ツーリズム」

ステップ２

ステップ３

ステップ活動

自分達のアピール点をチェック（地域内）

ステップ1

アイディア

　ツリ－

課題

目標
※里山の継承に共感・参加す
る、交流人口を増やす

フォトコンテ

・フランチャイズ化（海外も）

・イベントとして開催（季節ごとに）

・金蔵断食セットの販売（空気・水・音）

・キノコ（ノンカロリー）・大豆（良質たん
ぱく質）→みそ汁（すりわり汁）・ご飯

断食道場

・音つきフォトブック（里山の写真・生物

　　　・自然の音）

・学生の携帯フォトコンテスト

・うめかよなど写真家をよぶ・

3人のデトックスの日々

をクチコミ→共感者

あかり会のレシピ本を発行して
コンクールに応募する

里山ごはん教室（保存食・
郷土料理）

中村先生に必須授業をつ
くってもらう（座学→実習）

里山の継承に労働力・寄
付（草刈り、雪かき、万燈
会ボランティア）

のとジアス検定（ガイドに
なれる）→のと里山を知る
機会

ジアスツアー→つなぐ、引
き継ぐ、守る

ジアスエコポイント+税制

→都会にいながらできるこ
と、きっかけづくり

はじめの１歩

　・学生のケータイフォトコン・・・・枡屋

　・金蔵に関心を持ち続ける・・里山のファンとして・・・・・

　・デトックスの日々を始める・・・・・水口

　・参加者が知りたいことをリサーチ＆学び気づきどうひきだす？？・・・大野
　・あまめはぎをみてもらう、知ってもらう・・・・・・



金蔵ｵｰﾌﾟﾝﾋﾞﾚｯｼﾞグループワークショップ　
第1回「里山を未来につなぐワークショップ」 テーマ 「交流拠点」

ステップ２

ステップ３

ステップ1

アイディア
　ツリ－

課題

はじめの１歩

・見供さんに２週間に１回相談にのる・・・・・・赤石

・資金に関して石崎に相談する・・・・・・・見供

・大友先生のもとで情報発信する前に学ぶ・・・・・柳川

・金蔵でそばをうつ・・・・・・大滝

・飛騨市の方のおもしろい事例をメンバーと共有・・・・辻

目標

※地元の人たちが来たくなるような施設

○ くつろぎと交流スペースの活用
　（夜：果実酒バー、昼：ライブラリー・ものづくり教室）

ステップ活動

白い部屋（くつろぎと交流スペース）

　・音楽を流す

　・本・ＣＤ（持ち込み、一部物々交換可能に）を置く、（本）棚の設置

　・金蔵で採れた果実で果実酒をつくる（マイボトル、体験オプション）

　・リクライニングチェアーの設置

女子会

　・金蔵女子の女子会

ステップ活動

果実酒で女子会

　・チラシを配布

　・地元主婦による料理

　・ホスト：赤石
　・果実酒を使ったスウィーツと料理開発

交流拠点の役割

・金蔵を楽しむためのツールがそろう場

・会員特典：スタンプ3回で果実酒サービス、7回
　で柳田温泉利用券、12回で宿泊無料

・複数グループが利用しる場合は見供さんが

　間をとりもつ

・管理人さんと相部屋

・果実酒バーとオリジナルカクテル

・輪島の若い人たちを取り込む（近いので頻繁
　にこれる）、まずは金蔵を知ってもらう→輪島
　女子会の調査、どこでやっているか
・伝説（かに伝説）・パワースポット・ご利益・
　ヒーロー（弘法大師）・・
・金蔵にちなんだ手作りの何か（ストラップ）
・売りプラスアルファー：管理人が建物・食べ

ゲストと一緒につくっていく交流拠点

・利用する人と一緒に居心地の良いゲストハウス

　をつくる

・ゲストからアイディアをもらう、ブログを書いて

　もらう
・縁側カフェ

アクティビティ
・棚田の田植え→地元の人に負担をかけるのではな
く、
　　メリットを生み出す
・金蔵の野草酵素ドリンクづくり教室を開催
・大瀧さんと蕎麦打ち→地元の人も参加
・棚田の目の前で朝ごはん
・ヨガと精進料理→定期的に実施
プチ万燈会

整備
・ゲストハウスをどうつくりあげたいか（どう整備したい
か）

　　のアイディアだし

・具体的にどの部屋をどう使うか明確にする

・大きい風呂（ゲタを履いてはいるドラム缶風呂を3つ並

べ
　て棚田の風景を楽しむ星空を楽しむ）→一緒につくっ
てく
　れる人が欲しい

発信力

・お客さんがきたら旗をあげる（金蔵だよりに書く）
　　→地元の人の話のネタになる
・思い出ノートをつくる　　・ブログ毎日更新
・看板の設置　・ゲストハウスのカレンダーをつくる

ビジネスとして成り立たせるために

・一泊1500円としての自信をもつ

・1500円でも魅力がなければリピートへはつながらない
　　→リピートへつなげるサービスづくり
・週末料金の設定　・宿泊料の根拠を明確にする
・会員Ａ（1回/月ペース）1500円、
　　　　　　会員Ｂ（1回/年ペース）2500円
・利用上のルールをつくる（掃除・布団・手伝い）

ゆっくり過ごしていただくために

・文庫本を置く　　・居心地のよい空間作り

・金蔵の外でボーっと過ごしたい（売り）
　　　→ベンチの設置（水の流れの音・風景を楽しめる
　　　　　場所：4月のベンチ、5月のベンチ・・）



金蔵ｵｰﾌﾟﾝﾋﾞﾚｯｼﾞグループワークショップ　
第1回「里山を未来につなぐワークショップ」 テーマ 「大学の役割」

ステップ２

ステップ３

集落内の人材拡充

（マネージャー）
研究拠点の充実

ステップ1

アイディア
　ツリ－

課題

はじめの１歩

・ＧＩＳの勉強をする・・・・・・・岡本

・これを機会に金蔵を訪れる（整理の助け）・・・・・・福嶋

・ゲストハウスで飲み会・・・・・・松井

・金蔵での行事・イベント等あったことを地域の人から聞いていくようにする・・高津

・論文を書いて学会に発信・・・・・・キム

・若手の登場機会を増やす・・・・・・井池

・金蔵自然文化研究所の機能充実（駐在スタッフの確保と増員、
　　マネジメント内容の整理、生態系調査の継続）・・・・・・中村浩司

目標
　※金蔵での
          豊かな生活が続いていくこと

ステップ活動

　・これまでの研究活動の整理
　・集落内の人材拡充（マネージャー）←提案
　・研究拠点の充実←提案
　・マッチングコミュニケーション
　・外からの刺激→地域の特徴の明確化・再発見→「金蔵の豊かさとは何か」の気付き
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